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新たに発見された嫌気的ポルフィリン生合成古代経
路の解明
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この結果から、 ( 1 )高純度アルゴンガス(または窒素ガス)を水溶液表
層から 15分間程度送気することで溶存酸素濃度は0.1μMレベルになること、
























































Cosmosil 5C18 (2.0 X 150 mm)を使用。流速0.3凶/min。カラム温度
300C。溶媒Aは25mMリン酸カリウム緩衝液(pH6.8) ;溶媒Bは
アセトニトリル/2・プロパノール =75:25。溶出:0・10min;20% B、
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溶出回分の中に， P2D活性は主に 0.3M NaClによる溶出画分の中に，それぞ
れ認められる。
しかし，さらに精製するためにカラムクロマトグラフィーを繰り返すにつれ
て各酵素の活性が急速に低下してしまう。 SUMfについてはかろうじて最後ま
で活性がおえるが， P2Dについては全く精製が進んでいない。この酵素は，ヘ
ム d1の生合成経路との関連においても重要で，今後も継続して研究を進める予
定である。
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7.8. (12，18-ジデカルボキシ)プレコリンー2からコプロポルフィリノーゲン
IIの生合成
硫酸還元菌のヘム生合成経路の最も重要なステップであるが，ウロポルフィ
リノーゲンIIからのSAM依存性のコフロポルフィリノーゲンIIの生成は，様々
な試みを繰り返しているにもかかわらず，いまだ，再現性よく確実に測定でき
ていない。 SAMが反応系に存在しないと，ウロポルフィリノーゲン11はその
まま変化しない。
コプロポルフィリノーゲンIIからプロトポルフィリノーゲンIXへの代謝も
測定できていない。
嫌気反応の技術，高感度で迅速な反応生成物の測定， HPLCによる精製技術
は，今回の研究期間の聞に相当に洗練することができた。今後は，活性測定に
あくまでもこだわりながらも，遺伝子工学的手法も積極的に併用して研究を進
めることを計画している。
最後に，今回の文部省科学研究補助金の交付に対し，深く感謝します。
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